
産地生産基盤パワーアップ事業

 都道府県事業計画書（収益力向上対策）

 （都道府県事業実施状況報告書兼評価報告書 ）

都道府県名 鹿児島県

Ⅰ　産地パワーアップ計画（収益性向上タイプ）

　１　成果目標

（１）生産コスト又は集出荷・加工コストの10％以上の削減
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（２）販売額又は所得額の10％以上の増加
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鹿屋市串良
地域農業再
生協議会

2 串良 ピーマン

化石燃料利用の加温設備
から、代替エネルギー利
用の加温設備を併用した
方式へ変更を図り、農業
生産の向上と農業経営の
安定、更にはＩＰＭ栽培
に積極的に取り組み、生
産コストの削減を図る。

生産コストの
10％以上の削減

2,202,801
円/10a

0.7958 114,871
1,982,521
円/10a

1.1113 161,538
2,151,955
円/10a

1.1113 125,252

10a当りの生産コスト
は、当該年の６月から翌
月の５月までの生産に必
要とする資材費の購入伝
票及び平成30年決算書の
固定経費(減価償却費・
人件費)から算出し、現
状値と比較検証を行う。

23.1

　燃油(重油)が高騰していることか
ら、重油使用料の削減により重油経費
の生産コスト削減が図られた。しか
し、ヒートポンプの使用により電気使
用料、経済情勢による肥料費や生産資
材の経費が上昇し、産地全体として
は、現状（H30）に比較して生産コスト
削減が図られたが、目標の生産コスト
の10％の削減には２割程度となった。

　ヒートポンプ等をリース導入した結
果，重油使用量の削減は図られたが，電
気使用料や生産資材の価格高騰により，
目標を達成することができなかった。
　県では，目標達成に向け，引き続き，
関係機関・団体と連携して，肥料費削減
に資する土壌分析や農薬費削減に資する
適期散布体系等，生産コスト削減技術の
導入を支援していく。

-30.8%

12月、１月の寒波、強風の影響に
より単収が下がった。引き続き、
病害虫対策の徹底及び防風対策
等、適期管理を推進する。

面積当たり
販売額
493

千円/10a

531,241
円/10a

18.9

37

95

60,447.0

167.0 1,092

183

84.0%

28.2%

　集出荷貯蔵施設を整備し，面積
は目標を上回ることが出来たが，
台風の影響により収穫作業が計画
どおり実施できず，成果目標を達
成できなかった。
　県では，引き続き目標達成に向
け，関係機関・団体と連携して，
適期栽培管理の指導と労働力確保
に向けた検討を行う。

　今後は生産量増加に向けて，関
係機関と連携し，茶の病害虫防除
対策などを指導していく。

1.17 0.953
販売額

81,894,344

円

台風の影響により、収穫作業が計
画どおりできなかったため、栽培
指導を徹底し安定した生産確保に
努める。

0.746

107,723
449,230円

/10a

全量契約出荷で
あり，価格補正
は行わない。

- 175

出荷実績による検証

3.7

スマート農業推進枠

導入・定着の取組の実施内
容

事後評価の検証方法
(※定量的な検証ができる

こと。)

達成率
（％）

地域協議会等の評価 都道府県の評価 備考

年
度

スマート農業推進枠
地域(県又は国)の
価格(販売単価)

目標年
度

補正係数
価格補正
後の実績

1,395

対象作物 取組内容

目標現状

面積

1,299

150

182,079
円/10a

年
度

成果目標

イチゴの産地力の強化
　作期の延長による収量
増ときめ細かな管理作業
と適期収穫による高品質
果実の出荷

生産コ
スト

成果目標

生産量
又は出
荷量

7.5 390

面積当たり
販売額
519.5

千円/10a

44.8 179.1

販売額
58,549,108

円

生産
量、出
荷量、
又は処
理量

168.2 1,159

年
度

13,260

①緑肥を中心とした有機
物の投入、深耕による根
域の拡大、心土破砕によ
る排水性の向上
②畑かん水の積極的な活
用
③生育ステージに応じた
予防的薬剤散布の実施
④品種特性や生育に応じ
た適期収穫・出荷体制の
整備
⑤意欲ある担い手への農
地集積と機械化一貫体系
の確立による管理作業等
の受委託体制の整備
⑥JA、園芸振興会、町、
作業受託者部会、その他
出荷団体の緊密な連携に
よる研修会の開催や適期
管理

販売額の10％以
上の増加（単位
面積当たりの増
加）

212,679
円/10a

38,452 42,350

ばれいしょ

地域協議会
名

4

加工・業務用野菜の産地
形成の推進
①加工・業務用野菜の生
産拡大
②集出荷貯蔵施設の整備
による安定的な計画出荷
の確立
③契約栽培の拡大を推進
することにより、販売額
10％以上の増加を実現す
る。

販売額10%以上
の増

192,400
円/10a

目標

茶

22 1,144

201,818
円/10a

2.2

地域協議会
名

整理番
号

地区名

現状

茶

年
度

生産
量、出
荷量、
又は処
理量

面積

37

8
亀津奈良川
地区

ばれいしょ

ばれいしょの生産安定の
推進
①畑かん水を積極的に利
用した栽培の推進
②作付けから収穫までの
機械化一貫体系を確立す
るための機械導入を推進
③町・ＪＡ・園芸振興会
が連携し,研修会の開催
や適期管理の推進

徳之島町担
い手育成総
合支援協議
会

10.2 13,135

輸出向け荒茶加工施設の
整備，製茶品質及び処理
能力向上に伴う施設整
備，高収益栽培体系への
転換に伴う被覆資材の導
入等

販売額の
11.7%
の増加

面積当たり
販売額
465.3
千円
/10a

41.90

対象作物

大根

南さつま市
農業再生協
議会

1396

乗用型茶園管理機を導入
し，作業効率の向上を図
り，適期茶園管理による
高品質茶葉の生産に取り
組み，販売額の10％以上
の増加を図る

志布志市農
業再生協議
会

4
志布志市松
山 ・志布
志

鹿屋市鹿屋
地域農業再
生協議会

4 東原

8

販売額の10％以
上の増加

整理番
号

41.9

販売額の10％以
上の増加（単位
面積当たりの増
加）

余多南部地
区

知名町担い
手育成総合
支援協議会

213,200
円/10a

182,084
円/10a

25.6

生産
量、出
荷量、
又は処
理量

実績

面積

2.00

193,132
円/10a

10.21418
南さつま市
大浦町

1
販売額の10％以
上の増加

11,653

日置市農業
再生協議会

252,757円
/10a

369,265 147
247,101
円/10a

32.2 530,444

222,153
円/10a

10.2

1,330

地区名

実績

1,421

面積 面積

年
度

生産コ
スト

生産コ
スト

生産量
又は出
荷量

面積

販売額
141,294,000

円
2.42 101.3

年
度

いちご

価格(販
売単価)

1945

1,268

1490

年
度

215,488
円/10a

年
度

取組内容
価格(販
売単価)

西部地区

価格(販
売単価)

販売額
85,898,642

円

生産量
又は出
荷量

荒茶販売実績で検証す
る。

都道府県の評価

302.3%

0.850

  ばれいしょ収穫機及び乗用型防
除機をリース導入し，令和３年度
に目標達成したが，令和４年度は
気象条件により単収が低下し，目
標を達成することができなかっ
た。
　県では，目標達成に向け，引き
続き，関係機関・団体と連携し
て，安定した量を出荷できるよ
う，適期栽培管理を指導する。

産地PU事業から
移行

182

備考

関連整理番号
NO.2

導入・定着の取組の実施内
容

206

244

出荷伝票など販売実績が確認
できる書類に基づいて実績の
検証を行う。

【価格補正地域価格根拠】
・農林水産統計いちご卸売価
格

事後評価の検証方法
(※定量的な検証ができる

こと。)

達成率
（％）

　乗用型管理機等の機械導入によ
り省力化や効率化を図ることが可
能となり目標を達成することがで
きた。引き続き関係機関・団体と
連携し，販売額の維持・増加を支
援していく。

産地PU事業から
移行

事業実
施前年
度

0.970

0.910

面積当たり
販売額
448.6

千円/10a

現状値は、平成29年産の
生産実績による。目標値
については、R4年の生産
実績で検証する。

  各種機械をリース導入したこと
により，適期管理が実施できたこ
とから，目標を達成することがで
きた。

全体として目標をクリアしている
が、個人としては長雨の影響によ
り疫病が発生し反収が減少。
適期管理を徹底してもらうように
指導していく。

-70.4%

令和元年産出荷実績と令
和4年産出荷実績を評価
して検証する。【出荷実
績は，出荷伝票より比
較】

822 903

202,231 237 -

　電照設備や高設栽培システム等を
リース導入したが，管理不足等により
単収は目標を達成していない。
 また，資材高騰によりハウス増設がで
きず，面積が目標に達していないた
め，達成率がかなり低くなっている。
　県では，目標達成に向け，関係機
関・団体と連携して，更なる単収向上
対策を指導する。

105

　販売単価は年々高騰しており、
目標達成している。
　単収は、前年よりは増加してい
るものの、目標に達していないた
め、適期作業等の基本的作業の見
直しを行うこととする。

地域協議会等の評価

41
209,865
円/10a

22.3 1,200 39

188,443円
/10a

平成30年産出荷実績と令
和4年産出荷実績を評価
して検証する。
　現状：54,445千円／
25.6ha
  実績：47,720千円／
18.9ha

リーフ茶消費低迷の影響を大きく
受け，厳しい茶業情勢が続いてお
り，出荷量・価格共に計画を達成
していないため，計画達成のため
に面積・出荷量の増加を指導して
いく。

目標は達成できなかったものの，
10ａ当たり販売額は，事業実施時
の現況比106％（16.2千円/10a増
加）となった。今後，輸出向け茶
の取引や契約取引の拡大等を図り
ながら，目標達成のため関係機
関・団体と連携し，販売額の増加
を支援していく。

1353.7%

1.49
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（３）契約栽培の割合の10％以上の増加かつ50％以上とすること

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

30 ha t t 4 ha t t 4 ha t t

28 ha kg kg 4 ha kg kg 4 ha kg kg

（５）農産物輸出の取組（直近年の輸出実績がある場合の輸出向け出荷量又は出荷額の10％以上の増加、新規の取組の場合又は直近年の輸出実績がない場合の総出荷額に占める輸出向け出荷額の割合５％以上又は輸出向け年間出荷量10トン以上）
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（６）労働生産性の10％以上の向上
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12月、１月の寒波、強風の影響に
より単収が下がった。引き続き、
病害虫対策の徹底及び防風対策
等、適期管理を推進する。

  乗用型防除機をリース導入し，
令和３年度に目標達成したが，令
和４年度は気象条件により単収が
低下し，目標を達成することがで
きなかった。
　県では，目標達成に向け，引き
続き，関係機関・団体と連携し
て，安定した量を出荷できるよ
う，適期栽培管理を指導する。

曽於市農業
再生協議会

3 財部町 茶

荒茶加工施設の建設
（ﾃｨｰﾊﾞｯｸﾞ原料用ライン
の導入）

乗用型茶園管理機等の導
入

契約栽培割合の
37.1％の増加か
つ100%

62.9% 37.1 144,317 90,801
契約栽培割合

100%
98.2 481,374 481,374

契約栽培割合

100%
128.2 555,218 555,218

数量については，受け入
れ一覧表等で確認し現状
数値と比較検討

100.0
全量契約栽培を達成することがで
きている。
契約数量も達成できている。

荒茶加工施設（ティーバッグライ
ン）の建設及び乗用型管理機等の
機械導入により品質・生産量の向
上を図ることが可能となり目標を
達成することができた。引き続き
関係機関・団体と連携し，生産量
増加及び品質向上を支援してい
く。

知名町担い
手育成総合
支援協議会

9 屋子母地区 バレイショ

①緑肥を中心とした有機
物の投入,深耕による根
域範囲の拡大,心土破砕
による排水性の向上
②畑かんの積極的な活用
③生育ステージに応じた
予防的薬剤散布の実施
④品種特性や生育に応じ
た適期収穫・出荷体制の
堅持
⑤意欲ある担い手への農
地集積と機械化一貫体系
の確立による管理作業等
の受委託体制の整備
⑥JA、園芸振興会、町、
作業受託者部会,その他
出荷団体の緊密な連携に
よる研修会の開催や適期
管理

販売額の10%以
上の増加（単位
面積当たりの増
加）

210,175
円/10a

9.8 143,246 144
249,803
円/10a

12.7 211,500 150
199,959
円/10a

11.5 92,395 250 182 244 0.746
149,451
円/10a

平成30年産出荷実績と令
和4年産出荷実績を評価
して検証する。
　現状：20,597千円／
9.8ha
  実績：23,055千円／
11.5ha

-153.2

0.746
233,143円

/10a

36.5639.70

312,404円
/10a

894,76064.37 1,085,310 58,504,191

販売額の10％以
上の増加（単位
面積当たりの増
加）

183,274
円/10a

備考

面積

達成率
（％）

地域協議会等の評価

スマート農業推進枠

65.2

備考都道府県の評価

焼酎用
56円/kg

でん粉用
35円/kg

70,537 -

319.7

　生産量の向上とさらなる契約取
引量の増加に向けた取組により目
標が達成された。引き続き，この
取組が継続されることに期待した
い。

182 24497,520 148

189

581.7

地域協議会等の評価目標年
度

10ａ当たり
3,435
円/hr

10ａ当たり
2,486
円/hr

地域(県又は国)の
価格(販売単価)

4.8

事後評価の検証方法
(※定量的な検証ができる

こと。)

水稲 1571.3

成果目標

①緑肥を中心とした有機
物の投入、深耕による根
域の拡大、心土破砕によ
る排水性の向上
②畑かん水の積極的な活
用
③生育ステージに応じた
予防的薬剤散布の実施
④品種特性や生育に応じ
た適期収穫・出荷体制の
整備
⑤意欲ある担い手への農
地集積と機械化一貫体系
の確立による管理作業等
の受委託体制の整備
⑥JA、園芸振興会、町、
作業受託者部会、その他
出荷団体の緊密な連携に
よる研修会の開催や適期
管理

330.8

目標

総生産
量又は
総出荷
量

77.50%

113,036

90.79%

指宿市山川
地区

キャベツ

総出荷
量又は
総出荷
額

年
度

かんしょ

196.8

面積

年
度

地区名

金峰町地区

価格
(販売単
価)

110,643 41.6

生産量
又は出
荷量

地区名

年
度

現状

南九州市頴
娃町別府地
区

総出荷
量又は
総出荷
額

64.37 1,085,310

現状

生産量
又は出
荷量

面積

58,504,191

知名町担い
手育成総合
支援協議会

ばれいしょ

南九州市農
業再生協議
会

5

整理番
号

対象作物地区名 取組内容

指宿市農業
再生協議会

1

集出荷施設を整備するこ
とで，輸出取引先の需要
に対応した栽培面積の拡
大と計画的な出荷体制を
確立し，輸出向け出荷量
の10％以上の増加を実現
する。

鹿屋市吾平
地域農業再
生協議会

2 鹿屋市吾平
労働生産性の
15.0％の向上

1975

87.7 189t 38

目標

整理番
号

整理番
号

地域協議会
名

25 847

成果目標

取組内容

1

契約取
引量

成果目標

対象作物

929.88
金峰町農業
再生協議会

地域協議会
名

年
度

移植機等の導入による労
働生産性の向上

1217.80

面積

年
度

地域協議会
名

労働時
間

年
度

実績

　取組の進捗状況の報告を受け，
栽培技術指導や助言を行った。今
後，適期の病害虫防除等の指導に
より，出荷量の増加を目指す。

総出荷
量又は
総出荷
額

契約取
引量

94.1
昨年は防除体系をしっかり講じた
ことで、サツマイモ基腐病の影響
も少なく、収量が上がった。

輸出向け出荷量
の10％以上の増
加

87.7t

実績

面積

労働生産性の
６％以上の向上

10ａ当たり
2,289
円/hr

目標

67,793,014

年
度

1480 196.8t

ドローンによる薬剤散布
を行い，労働時間を削減
し，労働生産性の６％以
上の向上を図る。

1994
4,649
円/hr

事業実
施前年
度

1349

労働時
間

価格補正
後の実績

55.72

107.7%

　新たに耐暑性のある品種の生産
を行っており、輸出拡大に向けた
取組を行っている。今後も継続し
て国内外の出荷量の拡大に努める
ことに期待したい。

35.41

面積 生産量
又は出
荷量

32.2

10
竿津東部地
区

面積

労働時
間

211,072
円/10a

11.7 164,636

年
度

7.90

年
度

実績

面積 総生産
量又は
総出荷
量

契約取
引量

3,727
円/hr

原料用さつ
まいも

2,952
円/hr

90.1

対象作物

輸出向け出荷量で検証す
る。

価格
(販売単
価)

32.2

達成率
（％）

　集出荷貯蔵施設の整備により，
キャベツの鮮度保持や安定的な出
荷が図られ，成果目標を達成でき
た。

輸出向
出荷量
又は出
荷額

97,698

年
度

価格
(販売単
価)

事後評価の検証方法
(※定量的な検証ができる

こと。)

輸出向
出荷量
又は出
荷額

取組内容

・慣行米からGAP認証米
への転換
・1等米比率の向上
・出荷規模の拡大、新規
販路の開拓
・出荷時期の前進化
・労働時間、運営コスト
の低減

現状

40

面積

330.871.45% 1301.43

契約栽培の割合
の６％以上の増
加、かつ50％以
上

総生産
量又は
総出荷
量

輸出向
出荷量
又は出
荷額

320.9

都道府県の評価

1062.54

地域協議会等の評価

都道府県の評価 備考

1210

令和元年度産出荷実績と
令和4年産出荷実績を評
価して検証する。
　現状：14,478千円／
7.9ha
  実績：15,095千円／
4.8ha

事業実施期間１
年限り

事業実施期間
１年限り

令和４年度の実績に基づ
き比較検証する。
単位面積あたり
現状：90,887円/39.7hr
目標：90,887円/36.56hr

事後評価の検証方法
(※定量的な検証ができる

こと。)導入・定着の取組の実施内
容

シーズンを通して高単価で推移
し、適期収穫・防除により反収が
増えた結果、目標を達成した。

　乗用型防除機をリース導入し，
耕耘等による病害対策が徹底でき
単収がよかったことから，目標を
達成することができた。

　適期防除の取組が進んだことか
ら，労働生産性が向上し，成果目
標を達成した。今後とも労働生産
性の維持・向上を図り，さつまい
も生産者の経営安定に努めること
を期待する。

214150

取組主体全員で，機械導入により労働
時間の削減効果が見られ，全体として
労働生産性が向上し，成果目標を達成
した。
一方で，一部の取組主体においては，
単収の低下によって労働生産性が低下
している者も見られることから，サツ
マイモ基腐病対策等の取組を進め，労
働生産性が改善することを期待する。

179.4%

達成率
（％）

219.0
作業日誌，経営簿記等に
より検証

964.70
取組主体の販売実績によ
り検証

サツマイモ基腐病のため作付面積は減
少したが，ドローンにより薬剤散布の
省力化が図られ，病気の被害をできる
だけ抑えられたことにより，労働生産
性の向上につながり，目標を達成でき
た。
　今後も，引き続きドローンを活用し
て作業時間の軽減とサツマイモ基腐病
の防除対策の徹底により，安定した生
産を実施していく。

産地PU事業から
移行

補正係数


